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９議員が一般質問

交流活動紹介・防災シリーズ

31億1,000万円の

22年度予算を可決

委員会ハイライト
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議会だより

いきいきとした町づくりをめざして
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工事が進む「道の駅」

中
角
通
学
路
改
良
工
事
な
ど

・「道の駅」建設事業

　横瀬小学校耐震補強工事

　子ども手当

　保育所運営費負担金

　道路橋梁維持費
　　　（横瀬上川原橋など）

三
月
定
例
会
は
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
三
日
間
開
か
れ
、
二
十
一
年
度
補
正
予
算
や
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
、
二
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
八
、
反
対
一
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
全
議
員
が
当
初
予
算
案
な
ど
を
中
心
に
町
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

1億1,200万円

9,723万円

8,034万円

9,917万円

3,300万円

三
億

四
百
万
円
を

可
決

中
角
通
学
路
改
良
工
事
な
ど

３月
定例会

一般会計予算の主なもの

「道の駅」本格着工　23 年 3 月完成めざす

22年度一般会計当初予算

31億1千万円 （前年比）7.1％増

敬
老
町
民
の
集
い
を
中
止
し
、
各
地
区
の
敬
老

行
事
に
助
成
と
の
内
容
だ
が
、
慰
霊
祭
に
つ
い
て

も
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
見
直
し

を
検
討
し
て
は
。

遺
族
会
が
主
催
で
行
っ
て
お
り
、
意
向
を
十
分

尊
重
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
所
民
営
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
職
員
体

制
等
の
準
備
は
万
全
か
。
ま
た
、
民
営
化
に
よ
る

経
費
の
減
は
千
八
百
万
円
く
ら
い
の
予
算
で
あ
っ

た
が
。

民
営
化
は
順
調
に
来
て
い
る
。
運
営
費
に
つ
い

て
は
国
の
保
育
料
の
基
準
が
変
わ
り
、
千
五
百
万

円
く
ら
い
の
経
費
節
減
と
な
る
。

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

問答問答

21 年度

補正予算

2議会だより かつうら



31億1,000万円

歳出総額

26億2,433万円特別会計予算総額

一般会計予算（歳出）

予備費 1,300万円 1％

消防費 4,711万円 2％ 

土木費
1億4,136万円 4％

商工費 1億3,855万円 4％

総務費
7億1,010万円

23％

民生費
6億4,138万円

21％
衛生費

3億2,851万円
10％

農林水産業費 1億9,073万円 6％

災害復旧費 1,622万円 1％ 

公債費（借入金）
4億8,848万円

15％

議会費 4,383万円 2％

特別会計予算の内訳

農業集落排水

老人保健

勝浦病院

後期高齢者医療

2,516万円

246万円

8億1,930万円

7,673万円

介護保険

簡易水道

国民健康保険

住宅新築資金

6億7,910万円

2億1,769万円

8億57万円

332万円

衆
・
参
両
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、防
衛
大
臣
、県
選
出
国
会
議
員

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

提
出
先

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

討
論
採
決
の
結
果
、可
決

討
論
採
決
の
結
果
、可
決

﹁
道
の
駅
﹂
関
連

予
算
、
情
報
館
の
整

備
に
つ
い
て
、
運
営
経
費
、
運
営
管
理
体
制
、

商
工
業
者
へ
の
配
慮
、
ま
た
、
隣
接
す
る
人
形

文
化
交
流
館
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
、

説
明
が
十
分
で
な
い
。
予
算
計
上
は
時
期
尚
早

だ
。

﹁
道
の
駅
﹂
整
備

に
つ
い
て
の
議
論
は

大
筋
で
合
意
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
館
に
つ
い

て
は
町
か
ら
の
説
明
不
足
の
感
が
あ
り
、
今
後
、

十
分
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
、
原
案
賛
成
と
し
た
い
。

▼
原
案
に
賛
成

、
国
清
、
森
本
、
山
野
、
井
出
、

大
西
、
森
、
西
浜
の
八
議
員

▼
原
案
に
反
対

松
田
議
員

反
対

賛
成

松
田
議
員

西
浜
議
員

採
決

一
般
会
計
当
初
予
算

教育費
3億5,068万円

11％

3 議会だより かつうら



勝浦病院薬局窓口

日和佐小学校

視
察
報
告

三
月
四
日
、
五
日
と
委
員
会
を
開
き

補
正
予
算
、
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
し

ま
し
た
。

勝
浦
病
院
で
は
薬
の
時
間
待
ち
で
患

者
か
ら
苦
情
が
多
い
た
め
、
院
外
処
方

を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
患
者
、

病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
を
総
合
的
に
判
断
し
て
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
再
診
料
九
十
円
の
ア
ッ
プ
で

約
三
百
万
円
の
増
収
が
見
込
め
る
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
た
町
主
催
の
敬
老

会
を
今
年
度
か
ら
取
り
や
め
、
各
地
区

で
実
施
す
る
敬
老
会
に
対
象
人
員
一
人

当
た
り
千
円
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

勝
浦
中
学
校
の
改
築
工
事
は
当
初
、

平
成
二
十
二
年
度
に
着
工
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
財
源
や
事
務
手
続
き
の
関

係
で
平
成
二
十
三
年
度
に
着
工
す
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

三
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
委
員
会
を

開
き
嘆
願
書
の
処
理
、
条
例
改
正
、
補

正
予
算
、
当
初
予
算
な
ど
審
議
し
ま
し

た
。

継
続
審
議
に
な
っ
て
い
た
﹁
畜
産
団

地
使
用
料
見
直
し
に
つ
い
て
﹂
の
嘆
願

書
を
審
議
す
る
た
め
、
委
員
会
に
代
表

者
の
出
席
を
求
め
、
経
営
状
況
を
聞
い

た
。
厳
し
い
畜
産
業
を
支
援
す
る
観
点

か
ら
、
使
用
料
償
還
期
間
を
十
五
年
間

延
長
す
る
こ
と
で
採
択
と
し
た
。

当
初
予
算
で
表
決

賛
成
三
、
反
対
一

各
担
当
課
長
か
ら
二
十
二
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

特
に
﹁
道
の
駅
﹂
の
﹁
情
報
館
の
整

備
計
画
答
申
﹂
を
受
け
て
の
町
の
対
応
、

予
算
の
計
上
に
つ
い
て
中
身
が
十
分
煮

詰
ま
っ
て
い
な
い
な
ど
二
日
間
に
わ
た

り
質
疑
が
相
次
ぎ
、
関
連
予
算
を
定
例

会
に
提
案
す
る
こ
と
に
つ
い
て
表
決
を

と
り
賛
成
三
、
反
対
一
で
同
意
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

三
月
十
五
日
、
今
年
三
月
に
落
成
し

た
ば
か
り
の
日
和
佐
小
学
校
の
視
察
を

行
っ
た
。

多
様
な
学
習
に
対
応
で
き
る
可
動
式

間
仕
切
り
、
各
教
室
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
の
間
取
り
や
木
材
を
多
用
し
た
ぬ

く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
仕
上
が
り
、
太

陽
光
発
電
施
設
な
ど
大
い
に
参
考
と
な

っ
た
。 視

察
報
告

畜
産
団
地
使
用
料

償
還
期
間
を
延
長

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

﹁
情
報
館
﹂

町
主
催
の

敬
老
会
を
取
り
や
め
、

地
区
敬
老
会
に
支
援
金

院
外
処
方
へ
の
移
行
は

総
合
的
に
判
断

勝
浦
中
学
校
改
築
は

平
成
二
十
三
年
度
着
工

勝
浦
中
学
校
改
築
調
査

特
別
委
員
会

4議会だより かつうら



簡易担架による救助訓練

今
山
農
村
舞
台

 

保
存
会

石
原
地
区
は
勝
浦
町
の

一
番
東
部
に
位
置
し
、
人

口
は
二
一
七
人
︵
七
六
世

帯
︶
で
、
西
側
に
は
田
園

地
帯
が
、
東
に
は
果
樹
園

が
広
が
る
山
間
部
が
あ
り
、

そ
の
山
の
す
そ
野
に
住
宅

地
が
点
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
山
は
低
く
、

当
地
区
に
は
流
れ
出
す
谷

川
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地

区
の
水
利
は
田
園
部
に
掘
ら
れ
た
井
戸

の
地
下
水
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
昔
か
ら
防
火
水
源
は
、
小
さ
な
た

め
池
な
ど
に
頼
っ
て
き
て
お
り
、
地
域

の
防
災
力
が
非
常
に
重
要
と
し
て
、
平

成
十
八
年
十
月
一
日
に
自
主
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
た
。
町
の
一
斉
防
災
訓
練

と
は
別
に
初
期
消
火
や
救
助
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。︵隊

長
　
瀬
戸
正
彦
︶

今
山
農
村
舞
台
は
平
成
十
四
年
に

東
京
理
科
大
学
の
川
上
光
洋
氏
の
発

見
に
よ
り
、
全
国
に
二
カ
所
し
か
な

い
貴
重
な
平
舞
台
か
ら
舟
底
へ
転
換

で
き
る
機
構
を
備
え
た
舞
台
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
平
成
十
五
年
に
地
元
有
志

に
よ
り
、
今
山
農
村
舞
台
保
存
会
を

結
成
し
、
毎
年
春
、
秋
の
二
回
の
公

演
を
、
主
に
人
形
浄
瑠
璃
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
。

昨
年
は
勝
浦
座
の
お
世
話
に
な
り
、

恵
比
寿
舞
の
頭
を
購
入
し
、
地
元
に

今
山
座
を
立
ち
上
げ
初
舞
台
を
踏
ん

だ
。夜

間
の
み
の
練
習
で
ま
だ
ま
だ
人

形
の
動
き
も
ぎ
こ
ち
な
く
、
太
夫
も

歌
う
ご
と
に
節
回
し
が
違
う
が
、
そ

れ
で
も
み
な
真
剣
そ
の
も
の
、
ま
す

ま
す
意
気
盛
ん
で
あ
る
。

︵
今
山
農
村
舞
台
保
存
会
　
山
本
靖
博
︶

今
山
農
村
舞
台

 

保
存
会

か
し
ら

防  災 シリーズ

石
原
地
区
自
主
防
災
隊

救
助
訓
練
を
実
施

5 議会だより かつうら



一 般 質 問

好評だったみかん品評会

問

問

町
長

答

町
長

答

町
長

答

問

町
長

答

　

ス
タ
ー
ト
し
た
二
期

目
の
中
田
町
政
。
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
と
基
本
的
な
考
え

は
。ま

た
、
勝
浦
は
三
市
に
隣
接

し
た
地
理
的
条
件
と
自
然
・
景

観
な
ど
恵
ま
れ
た
町
の
個
性
を

保
持
し
て
い
る
。

今
後
、
町
の
施
策
と
し
て

﹁
福
祉
の
町
﹂
、
﹁
子
育
て
し
や

す
い
町
﹂
な
ど
を
確
保
し
、
次

期
総
合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
﹁
キ
ー
プ
タ
ウ
ン
勝
浦
﹂

と
し
て
は
ど
う
か
。現

在
、
町
の

総
合
計
画
策
定

に
向
け
、
町
の
将
来
像
を
示
し

な
が
ら
各
地
区
を
巡

回
し
て
い
る
。

人
口
減
少
の
抑
制
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

財
政
運
営
の
改
革
な

ど
基
本
と
し
、
住
民

の
意
見
を
聞
き
、
﹁
元

気
な
ま
ち
勝
浦
﹂
の

実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
た
い
。

﹁
キ
ー
プ
タ
ウ
ン
勝

浦
﹂
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
性
化
の
イ
メ

ー
ジ
な
ど
審
議
会
等

で
検
討
し
た
い
。

二
月
に
﹁
み
か
ん
産

地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
﹂
が
開
か
れ
、
み
か
ん
品

評
会
な
ど
好
評
で
あ
っ
た
が
、

勝
浦
み
か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
具
体
策
は
。

ま
た
、
勝
浦
み
か
ん
再
生
に

向
け
て
、
プ
ロ
の
栽
培
農
家
に

よ
る
﹁
戦
略
会
議
﹂
を
設
置
し

て
は
。

農
業
情
勢
の

厳
し
い
中
、
み

か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
町

単
補
助
事
業
の
充
実
、
技
術
指

導
員
採
用
に
よ
る
高
品
質
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
、
勝
浦
み
か
ん
再
生
に

向
け
て
の
会
議
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い

て
検
討
し
た
い
。

﹁
道
の
駅
﹂
関
連
の

工
事
は
着
々
と
進
ん
で

い
る
が
、
人
形
文
化
交
流
館
の

整
備
は
方
針
さ
え
も
全
く
で
き

て
い
な
い
。
今
後
の
具
体
策
は
。

﹁
道
の
駅
﹂

は
人
形
文
化
交

流
館
と
﹁
よ
っ
て
ネ
市
﹂
を
連

携
す
る
施
設
と
し
て
整
備
し
て

い
る
。

今
後
、
文
化
の
交
流
拠
点
と

し
て
人
形
文
化
交
流
館
の
整
備

を
検
討
し
た
い
。

事
務
事
業
の
大
幅
な

遅
れ
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
顕
著
に
出
て
い
る
。

特
に
基
幹
産
業
や
建
設
関
係
事

業
が
多
く
今
後
の
見
通
し
も
た

た
な
い
。
産
業
と
建
設
を
元
の

課
に
す
る
な
ど
再
編
し
て
は
ど

う
か
。

事
業
の
執
行

が
遅
れ
住
民
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

今
後
、
行
政
改
革
を
見
直
す

な
か
で
課
の
再
編
、
人
員
管
理

な
ど
で
検
討
し
た
い
。

問

未
来
設
計
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

 
﹁
キ
ー
プ
タ
ウ
ン
勝
浦
﹂

国

清

一

治
議

員

地
域
活
性
化
の
�

イ
メ
ῴ
ジ
に
︵
町
長
︶

文
化
の
交
流
拠
点
と
し

整
備
を
検
討
︵
町
長
︶

﹁
道
の
駅
﹂周
辺
整
備

人
形
文
化
交
流
館
は

人
事
管
理
で
検
討
︵
町
長
︶

産
業
建
設
課

組
織
の
再
編
を

関
係
者
の
意
見
を
聞
き

検
討
し
た
い
︵
町
長
︶

み
か
ん
再
生

戦
略
会
議
の
設
置
を

６議会だより かつうら



一 般 質 問

増水時に通行止めになる上川原橋

病
院
事
務
局
長

答

問

町
長

答

問
副
町
長

答

町
長

答

問

産
業
建
設
課
長

答

　

三
月
末
で
内
科
医
が

一
人
退
職
さ
れ
る
が
、

補
充
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
整
形
外
科
も
週
一
日

の
診
察
に
な
っ
て
い
る
が
、
増

や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
強

い
。
見
通
し
は
。

ま
た
、
今
の
医
師
不
足
の
状

態
に
対
し
、
今
後
の
対
応
は
。

内
科
医
に
つ
い
て
は
県
医
療

政
策
課
と
県
医
師
会
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
非
常
勤
で
週

一
回
派
遣
し
て
く
れ
る
予
定
で
、

整
形
外
科
も
四
月
か
ら
医
師
が

派
遣
さ
れ
、
週
二
回
の
診
療
体

制
に
な
る
。

院
長
と
共
に

徳
大
と
協
議
を

持
ち
、
日
赤
や
医
師
会
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
行
う
な
ど
常
勤
医

師
の
確
保
に
努
め
た
い
。

﹁
道
の
駅
﹂
整
備
に

伴
い
、
情
報
館
が
約
八

千
万
円
の
予
算
で
建
設
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
身

や
運
営
形
態
、
収
支
見
通
し
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
運
営
計
画

を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

内
容
で
建
設
す
べ
き
で
な
い
か
。

ま
た
、
﹁
よ
っ
て
ネ
市
﹂
の

改
築
効
果
を
十
分
見
極
め
て
か

ら
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

情
報
館
整

備
検
討
委
員

会
の
答
申
内
容
に
つ
い
て
町
と

し
て
十
分
検
討
し
た
が
、
今
後
、

人
員
体
制
や
収
支
見
通
し
を
含

め
た
管
理
運
営
の
方
針
を
早
急

に
策
定
し
、
議
会
に
提
示
し
た

い
。

議
会
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら

来
年
三
月
ま
で
の
完
成
を
め
ざ

し
た
い
。

み
か
ん
保
育
園
南
側

に
架
か
る
上
川
原
橋
は
、

橋
脚
の
土
台
部
の
痛
み
が
激
し

く
、
台
風
の
た
び
に
地
元
消
防

団
が
出
て
通
行
止
め
に
す
る
な

ど
、
住
民
の
安
全
性
に
対
す
る

不
安
が
大
き
か
っ
た
。

今
回
、
改
修
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
そ
の
内
容
は
。

転
落
防
止
の
た
め
の
防
護
さ

く
の
取
替
え
、
床
板
や
橋
脚
の

補
強
、
土
台
部
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
巻
き
に
よ
る
修
復
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
十
年

間
程
度
は
維
持
で
き
る
見
通
し

で
あ
る
。

横
瀬
・
上
川
原
橋

改
修
の
内
容
は

﹁
道
の
駅
﹂、
情
報
館

運
営
計
画
の

策
定
が
先
で
は

公

一
議

員

勝
浦
病
院医

師
の
補
充
は

非
常
勤
医
師
の
派
遣
を
予
定

︵
病
院
事
務
局
長
︶

７ 議会だより かつうら



一 般 質 問

勝浦みかんキャラクター「ちょぞっ娘」

産
業
建
設
課
長

答

問

町
長

答

２

２

副
町
長

答

問
副
町
長

答

問
住
民
課
長

答

二
十
一
年
産
み
か
ん

の
価
格
は
不
況
と
豊
作

で
低
迷
し
て
い
る
。

救
済
策
と
し
て
国
補
・
町
単

事
業
の
推
進
、
小
松
島
勝
浦
地

区
果
樹
産
地
協
議
会
の
糖
度
分

析
装
置
等
導
入
。
安
認
証
制
度

と
﹁
ち
ょ
ぞ
っ
娘
﹂
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
活
用
、
ア
グ
リ
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
の
受
講
料
補
助
や
﹁
徳

島
強
い
農
林
水
産
業
づ
く
り
﹂
、

土
壁
貯
蔵
庫
の
修
理
再
生
補
助

な
ど
県
に
働
き
か
け
て
は
。

二
十
一
年
度
に
は
、
国
補
事

業
で
八
件
、
町
単
事
業
で
八
十

一
件
に
苗
木
購
入
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
。

小
松
島
勝
浦
地
区
果
樹
産
地

協
議
会
の
糖
酸
度
・
土
壌
分
析

機
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

案
認
証
制
度
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

﹁
ち
ょ
ぞ

っ
娘
﹂
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
見
た
目
に
も
か
わ

い
く
、
ア
ニ
メ
人
気
か
ら
若
者

世
代
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
期
待
が
も
て

る
。帰

農
者
や
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ

ー
ン
の
就
農
者
に
ア
グ
リ
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル
の
受
講
料
の
一
部

を
支
援
す
る
な
ど
、
担
い
手
の

育
成
に
取
り
組
み
た
い
。

土
壁
貯
蔵
庫

の
修
理
再
生
は

勝
浦
み
か
ん
の
振
興
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

﹁
徳
島
強
い
農
林
水
産
業
づ

く
り
﹂
は
県
に
強
く
働
き
か
け

て
行
き
た
い
。

町
長
は
所
信
表
明
で
、

財
源
の
確
保
と
事
業
の

﹁
選
択
と
集
中
﹂
で
、﹁
道
の
駅
﹂

整
備
を
予
算
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
財
源
内
訳
は
。

﹁
道
の
駅
﹂

事
業
費
、
一

億
一
千
二
百
万
円
の
財
源
内
訳

は
国
庫
補
助
五
百
万
円
、
県
補

助
金
四
千
万
円
、
過
疎
債
四
千

百
四
十
万
円
、
一
般
財
源
二
千

五
百
六
十
万
円
で
あ
る
。

緊
急
雇
用
対
策
事
業

に
よ
り
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
の
回
収
を
し
て
い
る
が
、
指

導
の
徹
底
を
。

ま
た
、
各
地
区
に
分
別
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
進
め
て
い

る
が
、
未
設
置
が
六
カ
所
あ
る
。

そ
の
原
因
は
。

こ
の
事

業
は
、
不

法
投
棄
巡
回
撤
去
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
不
法
投
棄
の

回
収
の
指
導
を
し
て
い
る
。

分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
協
力
に

よ
り
設
置
箇
所
、
土
地
の
確
保

を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
確
定

に
い
た
っ
て
い
な
い
。

県
に
強
く
働
き
か
け
る
︵
町
長
︶

苦
境
に
立
つ
み
か
ん

救
済
策
を

山

野

忠

男
議

員

﹁
道
の
駅
﹂

予
算
の
内
訳
は

ゴ
ミ
処
理
問
題

８議会だより かつうら



一 般 質 問

オープン間近の「よってネ市」

子
宮
頸
ガ
ン
は
乳
ガ

ン
を
抜
き
女
性
で
は
発

症
率
が
一
番
高
い
が
、
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
予
防
で

き
る
唯
一
の
ガ
ン
で
も
あ
る
。

半
年
の
間
に
三
回
の
接
種
が
必

要
で
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、
四

万
円
か
ら
六
万
円
の
自
己
負
担

が
か
か
る
。

県
内
に
細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク

チ
ン
と
子
宮
頸
ガ
ン
の
ワ
ク
チ

ン
の
公
費
補
助
を
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
は
あ
る
の
か
。

今
後
、
住
民
の
健
康
を
守
る

た
め
助
成
を
し
て
は
。

子
宮
頸

ガ
ン
の
ワ

ク
チ
ン
対
象
者
は
十
一
歳
か
ら

十
四
歳
で
、
一
人
あ
た
り
四
万

五
千
円
と
し
て
約
三
百
九
十
万

円
が
必
要
と
な
る
。

県
内
で
は
、

一
町
で
十
月

か
ら
両
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

を
計
画
し
て
い
る
。現

在
の
と
こ

ろ
助
成
は
考
え

て
い
な
い
が
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
対
応
し
た
い
。

病
院
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
人

に
対
し
て
、
減
免
や
徴
収
猶
予

が
で
き
る
制
度
の
モ
デ
ル
事
業

を
勝
浦
町
は
受
け
て
い
る
が
、

適
用
事
例
は
あ
る
の
か
。

法
的
に
は
適
用
基
準
を
具
体

的
に
決
め
、
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

モ
デ
ル
事
業
で
の
該
当
者
は

い
な
か
っ
た
。
国
民
健
康
保
険

法
に
よ
る
と
、
異
議
申
し
立
て

が
あ
っ
た
時
に
判
断
す
る
た
め

の
適
用
基
準
が
必
要
と
な
る
。

総
合
相
談
窓
口
で
﹁
年
金
が

入
る
ま
で
支
払
い
を
待
っ
て
欲

し
い
﹂
と
い
う
相
談
は
あ
っ
た
。

﹁
道
の
駅
﹂
の
一
番

の
問
題
は
、
情
報
館
の

建
設
を
含
め
て
、
い
か
に
集
客

を
す
る
か
に
あ
る
。
担
当
者
ま

か
せ
に
せ
ず
、
役
場
あ
げ
て
の

取
り
組
み
が
必
要
だ
。
産
業
文

化
の
交
流
拠
点
に
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
、
町
長
の
具
体
的
な
考

え
を
聞
き
た
い
。

 

﹁
道
の
駅
﹂
に

登
録
す
る
と
国

土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
、
高
速
道
路
定
額
制

と
合
わ
せ
て
相
当
な
Ｐ
Ｒ
効
果

と
観
光
客
が
見
込
め
、
情
報
館

で
魅
力
あ
る
観
光
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す

る
こ
と
で
全
町
的
な
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

問

福
祉
課
長

答
副
町
長

答

町
長

答

問

総
務
税
務
課
長

答

病
院
事
務
局
長

答

問

町
長

答

子
宮
頸
ガ
ン
・
細
菌
性
髄
膜
炎

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
公
費
助
成
を

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

対
応
し
た
い
︵
町
長
︶

井
出
美
智
子
議
員

該
当
者
は
い
な
か
っ
た

︵
総
務
税
務
課
長
︶

国
民
健
康
保
険

減
免
に
関
す
る

モ
デ
ル
事
業

﹁
道
の
駅
﹂

一
番
の
問
題
は
、集
客

け
い

９ 議会だより かつうら



一 般 質 問

使っていますか？ＩＰ電話

問

産
業
建
設
課
長

答

副
町
長

答

総
務
税
務
課
長

答

問

町
長

答 問

　

各
地
の
建
設
計
画
で

予
測
違
い
か
ら
施
設
の

空
き
が
出
て
い
る
。
﹁
道
の
駅
﹂

を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
車
の

通
行
量
な
ど
に
問
題
は
な
い
の

か
。ま

た
、
勝
浦
独
自
の
特
産
物

の
開
発
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

平
成
十
七
年
度
の
調
査
で
あ

る
が
、
車
の
通
行
量
は
一
日
約

六
千
二
百
台
で
、
よ
っ
て
ネ
市

の
利
用
客
は
平
成
十
七
年
、
十

八
年
、
十
九
年
の
平
均
で
一
日

約
五
百
四
十
人
で
あ
る
。

名
物
は
集

客
の
力
と
な

り
、
特
色
あ
る
食
べ
物
の
提
供

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

物
産
館
に
お
け
る
飲
食
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し

て
行
き
た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

Ｓ
Ｔ
Ｂ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

修
理
が
増
え
て
い
る
が
、
実
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
し
て
い
な
い
家
庭
で
も
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は
受
信
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う

な
る
の
か
。

現
在
、
加
入
し
て
い
る
人
で

も
負
担
に
苦
し
み
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

固
定
電
話
を
や
め
る
人
が
増
え

て
い
る
が
、
Ｉ
Ｐ
電
話
は
か
か

り
に
く
く
困
っ
て
い
る
。
テ
レ

ビ
だ
け
見
る
人
は
料
金
を
安
く

で
き
る
よ
う
選
べ
る
方
法
に
す

べ
き
で
は
。

　

事
業
の
運
営
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
機
器
の
修
理
に
関
す
る

事
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
が
対

応
し
、
年
二
回
報
告
を
受
け
て

い
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

故
障
は
月
三
件
か
ら
六
件
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
四
国
放
送
は
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
受
信
機
が
あ
れ

ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

制
度
を
よ
く

検
討
し
て
、
加

入
し
や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

地
籍
調
査
事
業
に
遅

れ
が
出
て
お
り
、
今
の

人
員
体
制
で
は
推
進
に
支
障
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
全
町
完
了
に
何
年
か

か
る
の
か
。

事
業
へ
の
取

り
組
み
が
国
、

県
の
予
算
に
対
応
で
き
て
い
な

い
と
指
摘
さ
れ
、
現
在
は
三
年

ぐ
ら
い
の
遅
れ
が
出
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
完
成
す
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

完
了
に
は
約
三
十
五
年
か
か

る
見
込
み
で
あ
る
。

町
長

答

﹁
道
の
駅
﹂

  

特
産
物
の
開
発
を

名
物
は
必
要
不
可
欠
︵
副
町
長
︶

森

本

守
議

員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

料
金
の
見
直
し
を

地
籍
調
査
に
つ
い
て

10議会だより かつうら



一 般 質 問

着々と工事が進む沼江バイパス

　

現
在
の
進
ち
ょ
く
状

況
と
新
年
度
の
取
り
組

み
見
通
し
は
。

ま
た
、
関
連
す
る
町
単
工
事

の
予
定
は
。

工
事
の
進
ち
ょ
く
率
は
約
四

割
で
新
年
度
は
主
に
山
切
り
の

工
事
を
予
定
。
今
後
、
二
十
三

年
度
の
完
成
に
向
け
予
算
確
保

で
き
る
よ
う
要
望
し
て
行
く
。

関
連
の
町
単
工
事
は
天
川
谷
川

と
中
山
谷
川
の
改
修
を
予
定
し

て
い
る
。

県
道
拡
幅
工
事
の
見

通
し
は
。

昨
年
十
一
月
に
境
界
立
会
を

実
施
し
た
が
、公
図
と
現
地
が
一

部
合
わ
な
い
の
で
遅
れ
て
い
る
。

公
図
関
係
の
処
理
を
済
ま
せ
、

二
十
二
年
度
着
工
を
め
ざ
し
た
い
。

水
田
や
果
樹
園
の
耕

作
放
棄
地
が
目
立
っ
て

き
て
い
る
。
前
回
に
比
べ
て
減

少
幅
は
。

ま
た
、
農
地
の
あ
っ
旋
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

一
期
、
二
期
と
比
較
す
る
と

協
定
者
、
田
・
畑
と
も
に
二
割

以
上
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

農
地
の
あ
っ
旋
は
二
件
の
実
績

だ
が
、
み
か
ん
園
地
再
編
対
策

事
業
等
を
引
き
続
き
行
い
、
放

棄
地
解
消
に
取
り
組
み
た
い
。

予
算
編
成
に
選
挙
時

の
公
約
は
ど
う
具
体
化

し
た
か
。

公
約
実
現
に

向
け
て
、
総
合

計
画
策
定
で
基
本
構
想
を
示
し

各
地
域
に
出
向
き
、
意
見
等
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
中

学
校
の
改
築
で
は
二
十
三
年
度

着
工
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

﹁
道
の
駅
﹂
で
は
情
報
館
、
周

辺
整
備
等
に
取
り
組
む
。
農
業

振
興
で
は
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
じ

め
、
町
費
負
担
の
拡
大
や
県
費

利
用
等
を
研
究
し
て
行
く
。
ゴ

ミ
減
量
化
に
向
け
て
は
環
境
町

民
会
議
の
開
催
を
計
画
し
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。
子
育

て
支
援
も
引
き
続
き
実
施
し
、

道
路
網
の
整
備
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

問

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

問

問

問

町
長

答

工
事
は
約
四
割
完
了︵

産
業
建
設
課
長
︶

森

 

健  
議
員

沼
江
バ
イ
パ
ス

  

進
ち
ょ
く
状
況
は

阿
南
・
勝
浦
線

町
境
の
県
道

拡
幅
工
事
は

二
十
二
年
度
着
工
を

め
ざ
す
︵
産
業
建
設
課
長
︶

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
い
制
度

耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
が

二
割
以
上
の
減
少
予
想
だ

︵
産
業
建
設
課
長
︶

二
十
二
年
度

一
般
会
計
予
算

公
約
を
実
現
︵
町
長
︶

11 議会だより かつうら



一 般 質 問

K-Friendsで成人病対策を

問

産
業
建
設
課
長

答

町
長

答

問

町
長

答

　

﹁
道
の
駅
﹂
に
整
備

さ
れ
る
情
報
館
関
連
の

予
算
が
今
議
会
に
上
程
さ
れ
て

い
る
が
、
周
辺
整
備
以
外
で
町

内
商
工
業
者
を
﹁
元
気
﹂
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
﹁
よ
っ
て
ネ
市
﹂
の

有
効
活
用
な
ど
勝
浦
農
業
発
展

に
向
け
た
新
た
な
事
業
展
開
は
。

商
工
業
の
振
興
策
と
し
て
、

商
工
会
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
対
し
て
の
補
助
金
を
出
し
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
が
出

て
い
な
い
。

ま
た
、｢

よ
っ
て
ネ
市｣
の
改

築
に
伴
い
会
員
枠
が
拡
大
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
町
で
組
織
す

る
直
売
所
運
営
委
員
会
で
仕
入

れ
品
の
販
売
実
績
や
出
荷
者
の

高
齢
化
に
対
応
し
た
支
援
策
な

ど
も
議
論
し
た
い
。全

て
の
商
店

街
に
補
助
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
﹁
道

の
駅
﹂
の
経
済
波
及
効
果
が
行

き
渡
る
よ
う
に
十
分
検
討
し
、

方
策
を
考
え
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
商
工
会
に
﹁
元
気
な
か
つ

う
ら
﹂
の
魅
力
を
発
信
し
、
先

導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
も
ら

い
、
商
工
業
の
活
性
化
の
た
め

の
提
案
も
出
し
て
欲
し
い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、﹁
勝

浦
み
か
ん
﹂
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
、
所
得
増
が
図
れ
る
施
策
を

展
開
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

成
人
病
対
策
と
は
具
体

的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。

ま
た
、
若
者
の
定
住
対
策
に

つ
い
て
は
、
一
月
の
町
長
選
挙

当
選
直
後
、
住
宅
整
備
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

二
十
一
年
度
、

生
活
習
慣
病
対

策
に
主
眼
を
お
い
て
、
県
の
モ

デ
ル
事
業
を
ケ
イ
ー
フ
レ
ン
ズ

で
実
施
し
た
。
参
加
者
か
ら
非

常
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

健
康
づ
く
り
や
成
人
病
対
策
へ

の
効
果
を
検
証
し
、
特
定
保
健

指
導
で
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

役
割
を
含
め
、
幅
広
く
検
討
し

た
い
。

ま
た
、
町
民
と
の
対
話
の
中

で
若
者
向
け
の
住
宅
が
必
要
と

の
声
が
多
く
あ
り
、
勝
浦
に
住

み
、
隣
接
す
る
三
市
な
ど
の
職

場
に
通
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

人
口
減
少
を
抑
制
し
た
い
。

今
後
は
、
空
き
家
の
情
報
提

供
、
遊
休
町
有
地
を
利
用
し
た

宅
地
分
譲
や
低
家
賃
の
郊
外
型

賃
貸
住
宅
の
誘
致
な
ど
、
住
環

境
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

社
会
︵
青
年)

教
育
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

勝
浦
農
業

発
展
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は

松

田

貴

志
議

員

所
得
増
が
図
ら
れ
る
施
策
を
︵
町
長
︶

所
信
表
明
を
受
け
て

若
者
の
定
住
対
策
は

住
環
境
整
備
の
推
進
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
む

︵
町
長
︶
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一 般 質 問

　改良予定の中角谷川

問

町
長

答

問

副
町
長

答

問

町
長

答

問

産
業
建
設
課
長

答

所
信
表
明
で
今
後
の

町
づ
く
り
の
方
向
性
と

し
て
、
人
口
減
少
の
抑
制
、
少

子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
行

財
政
運
営
の
変
革
を
唱
え
て
い

る
が
、
具
体
的
な
基
本
構
想
は
。

町
内
で
住
み
、

近
隣
市
で
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら

住
環
境
、
社
会
基
盤
を
整
備
し
、

住
み
や
す
く
定
住
で
き
る
町
を

め
ざ
す
。
特
に
若
者
定
住
の
た

め
の
施
策
を
講
じ
て
行
き
た
い
。

高
齢
者
対
策
は
、
医
療
・
福

祉
・
保
険
等
の
生
活
保
障
の
充

実
を
図
っ
て
行
く
。

ま
た
、
行
財
政
運
営
も
実
施

計
画
等
の
中
で
さ
ら
に
綿
密
な

計
画
を
立
て
推
進
し
て
行
き
た

い
。

﹁
道
の
駅
﹂
整
備
の

中
で
情
報
館
の
建
設
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
行
く
の
か
。

ま
た
、
管
理
運
営
方
法
は
。

情
報
館
の

整
備
計
画
は
、

休
憩
所
機
能
、
観
光
や
道
路
な

ど
の
情
報
提
供
機
能
、
特
産
品

の
販
売
や
飲
食
提
供
機
能
、
町

民
の
交
流
機
能
の
四
つ
の
機
能

を
持
っ
た
施
設
と
し
て
整
備
活

用
し
て
行
く
。

ま
た
、
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
開
設
か
ら
一
年
間
は
町
が
直

営
で
行
い
、
そ
の
後
に
つ
い
て

は
十
分
協
議
、
検
討
し
て
決
定

し
た
い
。

現
在
、
﹁
道
の
駅
﹂
の

管
理
運
営
方
法
や
町
長

が
唱
え
て
い
る
若
者
の
定
住
策
、

町
営
住
宅
の
跡
地
利
用
等
、
町

の
重
要
な
将
来
構
想
の
基
本
方

針
を
検
討
す
る
企
画
室
を
設
置

し
て
は
。

現
在
、
業
務

が
多
岐
に
わ
た

る
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
中
、
各
課
の

意
見
集
約
を
要
す
る
計
画
等
に

つ
い
て
は
有
効
な
方
策
と
認
識

し
て
い
る
。

今
後
、
事
務
執
行
体
制
の
充

実
を
含
め
人
事
の
中
で
検
討
し

て
行
き
た
い
。

今
回
の
補
正
予
算
で

五
千
六
百
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
内
容
は
。

中
角
谷
川
約
三
百
メ
ー
ト
ル

を
改
良
す
る
。
歩
道
部
分
に
つ

い
て
は
県
の
用
地
交
渉
が
終
了

次
第
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

の
敷
設
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

地
籍
調
査
の
執
行
体
制
に

つ
い
て

○

農
業
政
策
に
つ
い
て

○

新
教
育
長
の
抱
負
に
つ
い

て

大

西

一

司
議

員

中
田
町
政
二
期
目
の
抱
負

町
づ
く
り
構
想
の
基
本
は

定
住
で
き
る
町
に
︵
町
長
︶

﹁
道
の
駅
﹂

    

管
理
運
営
は

一
年
間
は
町
が
直
営

︵
副
町
長
︶

基
本
方
針
を
示
す

企
画
室
を
設
置
し
て
は

検
討
し
て
行
き
た
い︵

町
長
︶

中
角
通
学
路

進
ち
ょ
く
状
況
は

中
角
谷
川
の

改
良
工
事
に
着
手

︵
産
業
建
設
課
長
︶
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一 般 質 問

温泉掘削に成功した「喜楽の湯」

総
務
税
務
課
長

答

問

町
長

答

問

町
長

答

病
院
事
務
局
長

答問

町
長

答問

産
業
建
設
課
長

答

二
期
目
の
町
長
の
所

信
表
明
、
重
点
施
策
九

項
目
は
、
き
れ
い
な
言
葉
の
表

現
だ
が
具
体
性
に
乏
し
い
。

総
額
三
十
一
億
一
千
万
円
の

執
行
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
な
体
制
づ
く

り
は
で
き
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
政
権
交
代
後
の
初
め

て
の
当
初
予
算
で
、
前
政
権
よ

り
良
く
な
っ
た
の
か
。
心
配
は

な
い
の
か
。

大
き
な
事
業

を
抱
え
て
い
る

の
で
、
職
員
体
制
の
再
構
築
を

検
討
し
事
業
推
進
に
全
力
を
あ

げ
た
い
。

新
政
権
は
﹁
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
﹂
な
ど
地
域
主
権
を

か
か
げ
地
方
交
付
税
の
増
額
、

過
疎
法
の
六
年
間
延
長
、
農
家

の
個
別
所
得
補
償
、
子
供
手
当

な
ど
打
ち
出
し
て
い
る
。

事
業
仕
分
け
に
よ
る
事
業
の

遅
れ
、
農
免
道
の
減
額
な
ど
心

配
し
て
い
る
。

﹁
勝
寿
会
﹂
で
待
望

の
温
泉
掘
削
に
成
功
し
、

三
十
一
℃
の
単
純
ア
ル
カ
リ
性

で
﹁
喜
楽
の
湯
﹂
と
命
名
さ
れ

湯
量
も
豊
富
と
聞
く
。

温
泉
水
の
効
果
的
な
利
用
に

つ
い
て
施
設
に
お
願
い
し
て
は
。

今
後
、
温
泉

水
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
法
人
と
協
議
し
た
い
。

温
泉
水
の
余
量
が
あ
れ
ば
、

病
院
の
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

に
利
用
で
き
る
よ
う
協
議
し
て

お
願
い
し
た
い
。

勝
浦
町
の
人
口
は
十

年
後
に
五
千
人
く
ら
い

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昔
、
立
川
地
区
で
は
小
学
校

の
分
校
や
診
療
所
が
あ
っ
た
が
、

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
被
害

も
多
く
、
限
界
集
落
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
各
地
区
へ
の
対

応
策
は
。

集
会
所
や
町

道
の
整
備
を
進

め
て
行
く
な
か
で
、
地
域
の
人

の
要
望
を
聞
き
対
応
し
た
い
。

新
年
度
で
棚
久
水
道

の
暖
速
ろ
過
装
置
の
整

備
が
行
わ
れ
る
が
、
今
後
の
作

業
工
程
と
完
成
時
期
は
。

四
月
に
補
助
金
の
申
請
、
五

月
下
旬
に
交
付
決
定
さ
れ
、
六

月
下
旬
に
実
施
設
計
に
入
る
予

定
で
あ
る
。
十
月
中
旬
に
工
事

を
発
注
し
、
来
年
の
三
月
に
完

成
の
予
定
で
あ
る
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○ 

歩
き
遍
路
の
対
応
策
は

西

浜

勝

己
議

員

新
年
度
予
算
三
十
一
億
円

  

執
行
体
制
は
十
分
か

全
力
で
事
業
推
進
︵
町
長
︶

﹁
喜
楽
苑
﹂温
泉
水

効
果
的
活
用
を

法
人
と
協
議
し

有
効
利
用
を
︵
町
長
︶

限
界
集
落
へ
の対

応
は

棚
久
水
道
の
整
備

作
業
工
程
と
完
成
時
期
は
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地籍調査が完了した棚野地区

行
財
政
改
革
の
推
進

に
よ
り
成
果
も
出
て
い

る
が
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
な
ど
弊
害
も
出
て
い
る
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
二
十
一

年
度
で
期
限
を
迎
え
る
が
、
検

証
し
て
見
直
し
継
続
す
る
の
か
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

中
に
達
成
で
き
て
い
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
十
分
検

証
し
見
直
し
二
十
二
年
度
か
ら

も
行
財
政
改
革
を
進
め
た
い
。

集
中
改
革
プ

ラ
ン
は
、
平
成

十
七
年
度
に
他
町
村
よ
り
早
く

策
定
さ
れ
た
五
年
間
の
計
画
で

行
財
政
改
革
の
根
幹
を
な
し
て

い
る
。

計
画
の
冒
頭
に
﹁
最
終
年
度

を
検
証
・
調
整
の
年
度
と
す
る
﹂

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
三
月
議
会
に
お
い
て

も
指
摘
さ
れ
た
が
﹁
新
年
度
早
々

検
討
す
る
﹂
と
の
答
弁
。

﹁
隗
よ
り
始
め
よ
﹂
と
の
行

財
政
改
革
が
宙
に
浮
い
て
い
る
。

早
期
の
対
応
を
強
く
求
め
た
い
。

町
長
は
地
籍
調
査
に

つ
い
て
、
二
十
一
年
度

に
棚
野
地
区
を
完
了
し
、
中
山

地
区
に
着
手
す
る
と
所
信
で
述

べ
て
い
た
が
、
予
算
は
六
百
九

十
万
円
し
か
な
い
。
隣
の
上
勝

町
で
は
一
億
二
千
万
円
を
確
保

し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た

の
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
事
業
が

中
断
す
る
の
で
は
な
い
か
。
体

制
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
。

国
・
県
の
予
算
は
大

幅
に
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
町
で
は
実
施
地
区
の
移
行

時
期
と
も
重
な
り
、
地
元
の
協

力
体
制
や
、
担
当
事
務
職
の
執

行
体
制
が
不
十
分
で
、
残
念
だ

が
予
定
の
予
算
化
が
で
き
な
か

っ
た
。

今
後
、
職
員
体
制
を
早
急
に

整
え
、
早
く
全
地
区
の
調
査
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

こ
の
事
業
は

全
町
・
全
地
区

の
地
籍
を
調
査
す
る
も
の
で
、

棚
野
地
区
か
ら
始
ま
り
六
年
間

で
完
了
し
た
。
続
い
て
中
山
地

区
と
な
っ
て
い
る
が
実
質
的
な

調
査
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
現

時
点
で
三
年
程
度
遅
れ
て
お
り
、

今
だ
職
員
体
制
も
具
体
化
さ
れ

て
い
な
い
。

事
業
推
進
の
た
め
今
後
も
追

跡
を
続
け
た
い
。

問

問

答

答

追
跡

追
跡

パート４

レ
ポ
ῴ
ト

追
跡

二
十
一
年
三
月
議
会

二
十
一
年
六
月
議
会

定
例
会
に
お
け
る
各
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
で

﹁
答
弁
し
な
が
ら
で
き
て
い
な
い
こ
と
﹂
は
見
逃

さ
な
い
よ
う
、
広
報
委
員
は
追
跡
す
る
。

行
財
政
改
革﹁
集
中
改
革
プ
ラ
ン
﹂

検
証
も
見
直
し
も
せ
ず

﹁
進
ま
な
い
地
籍
調
査
﹂

で
き
て
い
な
い
職
員
体
制
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練習
毎週木曜日 午後7時30分～8時30分

場所：沼江コミュニティセンター

森本郁代 先生

会員数371人
（３月31日現在）

ケイ － フレンズ

��������	

この教室に参加したきっかけ、楽しいことなど！

編

集

後

記

編編

集集

後後

記記
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今
、
国
で
は
政
権
交
代
が
お
き
﹁
命

を
守
る
政
治
﹂
と
の
旗
印
の
も
と
、
い

ろ
い
ろ
な
政
策
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
庶
民
が
実
感
で
き
る
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

以
前
に
一
度
耳
に
し
て
気
に
入
っ
て

い
た
詩
を
先
日
再
び
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
。

﹁
あ
な
た
が
産
ま
れ
た
時
、
あ
な
た
は
泣

い
て
い
た
が
、
周
り
の
皆
は
笑
っ
て
い

た
。あ

な
た
が
死
ぬ
時
、
周
り
の
皆
は
泣

い
て
い
た
が
、
あ
な
た
は
笑
っ
て
い
た
﹂

地
方
行
政
も
万
人
に
や
さ
し
く
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
や
は
り
自
分
が
満

足
い
く
人
生
を
送
る
の
は
自
分
次
第
で

あ
る
。

︵
公
一
︶

問い合わせ・申し込み先

K -Friends事務所（町民体育館、改善センター）

電話 0885-42-3671
FAX 0885-42-3300
E-mail kfriends@27.fan-site.net
http://kfriends.fan-site.net/index.html

インタビュー

●ヨガは骨盤を正常な位置に戻すと聞き参加。　　
先生の指導は分かりやすく、リラックスして翌日
は体調がいい。　　　　　　　　　　　　〈Ｈさん〉

●楽しく続けられるものとしてヨガを選んだ。　　
いつかきれいなポーズを決めたい。　　　〈Ｙさん〉

●先生のような魅力的なスタイルをめざして。　　
リラックスして心身の若返り。　　　　　〈Ｓさん〉

●他人との競争ではない。無理なく続けること。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Ｏさん〉

●マイペースで無理をせず、自分のからだと向き合
い楽しく。　　　　　　　　　　　　　　〈Ｋさん〉

勝浦町に総合型地域スポーツクラブ「K-Fr iends」が誕生して１年を迎えました。

「議会だより」では、スタートから各教室の紹介をしてきましたが、今回のグルー

プは「リラックスヨガ」の教室です。

「リラックスヨガ」教室「リラックスヨガ」教室「リラックスヨガ」教室

リ
ラ
兊
ク
ス
し
て
ゆ
ℕ
た
り
と
ポ
ῴ
ズ
を
と

る
こ
と
で
Ὶ
ヨ
ガ
で
は
自
分
自
身
と
向
き
あ
ℕ

て
行
き
ま
す
Ί
か
ら
だ
が
軽
く
Ὶ
強
く
し
な
や

か
に
な
り
Ὶ
気
分
も
ス
兊
キ

リ
そ
う
快
に
な
り
ま
す
Ί

楽
し
く
生
き
生
き
と
美
し
く
Ὶ

ハ
兊
ピ
ῴ
な
毎
日
を
過
ご
す

た
め
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
Ί

ハイ！
ポーズハイ！
ポーズハイ！
ポーズ




